
作
家
.

西
村
滋
さ
ん
姻 

追
悼
ミ
ユ
ー
ジ
カ
ル
从 

「

お
菓
子
放
浪
記」

都
内
で
1
2
日
か
ら
片 

昨
年
五
月
に
九
十
一
歳
で
亡 

く
な
つ
た
作
家
西
村
滋
さ
ん
の 

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー「

お
菓
子
放
浪 

記」

三
部
作
を
ミ
ユ
丨
ジ
カ
ル 

仕
立
て
に
し
て
、
女
優
片
山
美 

？
穂
さ
ん
主
宰
の
劇
団
チ
丨
ム
 ̂

^
ク
レ
セ
ン
卜
が
十1

1

日
か
ら
十 

水
六
日
ま
で
、
東
京

4
東
池
袋
の 

日
あ
ぅ
る
す
ぽ
つ
と(

豊
島
区
立 

^
舞
台
芸
1
流
セ
ン
夕
丨)

で 

4
上
演
す
る
。 

泊
西
村
さ
ん
は
名
古
屋
市
生
ま 

四
れ
で
、
幼
く
し
て
両
親
と
死
別 

刚

I

I

ヰ

：

】
 

ぐ
、
？
7
-
7
！ 

ミュージカル「お1 
子放浪記」のチラI 

科 ‘‘ トか， 

女 蕖 士 拉 消 议 

し
て
放
浪
生
活
を
し
、
子
ど
も 

や
平
和
を
テ
ー
マ
と
し
た
著
作 

が
多
い
。「

お
菓
子
放
浪
記」

 
は
自
身
の
体
験
に
基
づ
く
作
品 

で
、
孤
児
の
シ
ゲ
ル
が
戦
中
、 

戦
後
を
た
く
ま
しV

生
き
て
い 

ぐ
物
語
。 

脚
本
は
ミ
ュ
丨
ジ
カ
ル「

は 

だ
し
の
ゲ
ン」

で
知
ら
れ
る 

木
島
恭
さ
ん
が
担
当
。
映
画
監 

督
の
山
田
洋
次
さ
ん
が「

西
村 

さ
ん
は
国
益
と
か
愛
国
と
い
う 

単
語
を
大
声
で
怒
鳴
る
人
を
信 

|
ボ
；
：
；
“
：
‘
‘ 

11 
片、 
山 
美 
穂 

^ 1 

用
し
て
は
い
け
な
い
と
訴
え
て 

い
る
よ
ろ
な
気
が
す
る
。
舞 

台
化
は
そ
こ
に
意
義
が
あ
る」
 

と
推
薦
の
言
葉
を
寄
せ
て
い 

る
。 片

山
さ
ん
は
西
村
さ
ん
の
人 

柄
に
ほ
れ
込
ん
で
数
々
の
芝
居 

を
上
演
し
て
き
た
。「

三
部
作 

を
全
て
伝
え
る
に
は
、
台
本
五 

パ
ン
丨
分
ぐ
ら
い
を
一
曲
に
凝
縮
で 

き
る
ミ
ュ
丨
ジ
カ
ル
に
よ
る
舞 

台
化
が
最
適」

と
話
す
。1

1
〇 

1

四
年
に
東
京
な
ど
四
都
市
で 

初
演
、
昨
年
も
名
古
屋
な
ど
四 

都
市
で
再
演
し
た
。
一
周
忌
を 

前
に
上
演
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

片
山
さ
ん
は「

こ
れ
ま
で
の
公 

演
で
泣
く
泣
く
カ
ッ
ト
し
た
シ 

丨
ン
を
復
活
さ
せ
ま
し
た」

と 

話
す
。 入

場
料
は一

般
五
千
五
百 

円
、
高
校
生
以
下
三
千
五
百
円 

な
ど(

前
売
り
、
当
曰
は
五
百 

円
増)

。
問
い
合
わ
せ
は
、
チ 

丨
ム
^
ク
レ
セ
ン
ト
“
電
0
7 

0 
^
6
4
8
6
 ̂

0
3
8
4
 ̂

^ 
(

小
寺
勝
美)

 


